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Lactobacillus　plantarumにおけるバ イオ フィ ル ム形成に関与する表層タンパ ク質の 解析
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　乳酸菌は、有益菌 として知られて い る
一

方 、 食品危害菌として も認知 され てい る。危害菌としての乳酸菌

は主に原料や食品中で、バ イ オフ ィ ル ム （BF）形態をとり、様々 なス ト レ ス に対 して の耐性能 を獲得 して い る

と考えられ る。そ こ で乳酸菌BFの 新た な制御法を見据えて 、乳酸菌 BFに 影 響を与え る因子 の 探索、その メ カ

ニ ズム の 解明を目的とした。本研究で は Lactobaciilus属に おける菌体表層 タン パ ク質 に着目し、　 BF形成及 びBF

構造との関係性を解析 した。先行研 究より、L．ρlantarumの 表層タン パ ク質は高pHで処理す ると、遊離する こ

とが 明らか とな っ て いる 。 そ こで pH処理を用 い て、　 BFの表層 タン パ ク質を除去 し 、 共焦点 レ
ーザー

顕 微鏡

で BFの構造を解析 した結果 、
　 BF構造が破 壊された 。 質量分析法を用い てL．ρlant∂rum の 表層タン パ ク質を解析

したとこ ろ、主要タン パ ク質として glyceraldehyde−3−phosphate　dehYdr。genase（GAPDH ）を同定 し た 。 そ こ で 、

抗GAPDH 抗体を作成 し、表層 に 存在 す るGAPDH とBFとの 関連を解析 した。抗GAPDH 抗体を培養液中に添加

し、培養した結果、菌の 増殖が抑制されて お り、BF中に含まれ る菌体量が減少 して い た。また 、 抗GAPDH 抗

体添加 した際の BFの構造を共焦点 レーザ ー顕微鏡によ っ て解析 した結果、　 BF培養初期におい てBFの厚み 及び

BF中の菌密度が低下 した。以上の結果よりL，ρtantarumに お い て 、 抗 GAPDH 抗体 の 添加は BF形成を抑制する と

考 え られ 、 主要 な表層 タ ン パ ク質で あ る GAPDH はBF形成 に 関与 して い るこ とが示唆された。
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Lactobacillus　plantarum　1：おける コ ロ ニ
ー
形態の 多様性とバイオ フ ィ ルム形成の関連
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　実環境中の 微生物の 多 くは バ イ オ フ ィ ル ム （BF）を形 成 して 生息 して い る。　 BF 形成 に よ り微 生 物

が 抗 生物 質 や酸 に 対す る高 い 抵抗性 を獲 得す る こ とや 、 実験室 株 よ りも環 境単離株 の BF 形 成能 が

高い こ とが報告 され て い る。
一

方、BF 形成菌 の
一

つ で あ る乳 酸菌は食 品製造 に利用 される有用菌、

及び 危 害菌 と し て知 ら れ、そ の 基礎 的知見 や制御法 の 発見 が求 め られ て い る 。 しか し、本 菌の 環

境分離株 に おける BF形成やそ の 性 質 の 知 見 は 極 め て少な い 。そ こ で 本研 究で は Lactobac’llusρtantarum

の 環境 分 離 株 に お け る コ ロ ニ
ー

形 態 の多 様性 に着 目 し、 BF の 構造及 び 性質 と の 関 連 を解 析 した 。

環境単離株は実験 室株 とは異な り、黄と赤の 2 種の コ ロ ニ ーを形成 し 、

一
方 の コ ロ ニ ーを単離培養する と他

方の色の コ ロ ニ
ー

が再 び出現する こ とが明らか となっ た。黄コ ロ ニ ーの 菌体 は基質 へ の付着量が多 く、均
一

で密な BFを形 成 した
一方で、赤 コ ロ ニ ー

の菌体では付着量は少な く非常に疎なBFを形 成 した。ま た 後者は前

者と比べ 、多量 の細胞外 マ トリク ス を保有 した厚い構造をし て お りDNasel や Proteinase　Kの影響を受けに く

か っ た 。 　 さらに 、 複数の環境単離株を用いた解析の結果、各々の株間では 2種の コ ロ ニ ーの 出現率 も大 き

く異な り、そ の 出現比率に 応 じて BF構造 に も差 異が見 られた。以上の結果よ りL．ρ’antarum の コ ロ ニ
ー

形態 と

BF形態及びその性状に は関連性が あることが示 唆され た。　 本研究に よ っ て 、 実環境中 の L．　ptantarumは コ ロ

ニ
ー形態に多様性を有し、それ に 伴 っ て BF形態 を制御す る こ と で環境応答 し て い る可能性が示された。
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